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請求記号:震災-7-z27

 １⽉１７⽇の⼤地震から６ヵ⽉が経ちました。
 阪神・淡路⼤震災と名付けられたこの地震は、戦後最⼤の被害をもたらしました。
 地震により亡くなった⽅は５,４８０⼈、負傷者３４,９００⼈、倒壊１９２,７０６棟
（４０６,３３７世帯）、全半焼７,４５６棟、避難した⼈３１６,６７８⼈（以上兵庫県調べ）。こ
うして「被災状況」を数字としてだけ⾒ても、あの地震のすさまじさに改めて絶句します。まして
数字には表すことのできない、どれほどの哀しみや怒り、絶望、⾟さ、やり切れなさ、そしてくや
しさがあったことか。いや、それは今もあるし、これからもあり続けるでしょう。
 取材される⽅に度々尋ねられることがあります。「障害者の被災状況は︖死傷者は︖家屋の損害
は︖作業所は何ヵ所つぶれたか︖…」
 データが⼤事なことはよくわかります。しかし、数字に⽰唆されるまでもなく、このような⼤災
害の只中で障害者が危機的状況なのはわかりきった話なのです。障害者の⽣きる場・働く場は例外
なく安普請で、震度７にはひとたまりもなく全・半壊。集合住宅に⼊居していた⾞椅⼦障害者の家
は必ずしも⼀階ではなく、エレベーターが⽌まれば脱出できない。やっとたどり着いた避難所も段
差だらけ、⾞椅⼦⽤トイレもなく障害者が⽣活できる場所ではない。避難所で聴覚障害者に情報を
伝える配慮がなく、⾷事がとれなかったこともあった。「障害者が⼊れる⼩規模避難所の設置」を
何度要望しても放置。障害者本⼈が役所にＳＯＳを発しても「あなただけが困っているのではな
い」というリアクション。
 ハード・ソフト両⾯において貧困な政策のもとではわかりきっている障害者の困難。それを放
置・黙殺したのは誰なのか︖

 今こそ、本当に誰もが安⼼して暮らし、⾃分らしさを発揮することのできる「まち」を住⺠が主
体となって作っていかなければなりません。障害者の⾃⽴⽣活があたりまえにできる社会を作って
いかなければ。

 地震から半年経ち、作業所やデイケアセンターの活動も⼤半が復旧し、家を無くした障害者も仮
設住宅に⼊居し、全壊の作業所も仮設作業所が建ち、ひとまず⼈⼼地ついたといったところでしょ
うか。しかし、それは何の解決でもありません。



介護者も多数被災しているため介護態勢が崩れています。
被災した⼩規模作業所に対する公的な援助はまだありません。
障害者には住みづらい仮設住宅の改造も進みません。障害者⽤とされているいわゆる地域型
仮設住宅もハード・ソフト共に介護の必要な障害者は⽣活できません。
地震で壊れ新しく作られたＪＲ三宮駅⻄⼝には⼜もやエレベーターは設置されませんでし
た。
被災地障害者センターが障害者⾃⾝の希望をこめて書き上げた要望書（救援本部通信
Ｎｏ７＆８に掲載）を黙殺したまま、神⼾市と兵庫県はあいついで復興計画を発表しまし
た。そこには、地域で⼈間としてあたりまえに尊重される障害者の姿が浮かび上がって来な
いのです。

 現在、被災地の障害者と⽀援者は疲労困憊しています。⼈⼿が⾜りません。
 被災地障害者センターの介護者派遣件数は増えています。センターから遠い北区の仮設住宅に住
む障害者の⼊浴介助などの要請もあります。仮設住宅の⾵呂場は狭いので、介助が必要な障害者は
⼊れまぜん。歩いて⾏ける所に銭湯はなく、被災地障害者センターに送迎介助を要請してこられた
のです。このような例は他にも多数あると思われます。被災地は今も⾮常事態です。そんな中で地
域のつながりを断たれた障害者や⾼齢者の困窮は計り知れません。第３次災害との指摘もありま
す。
 ⻄宮対策本部（阪神障害者解放センター）でも同様に⼈⼿が⾜りません。常時動ける⼈は６〜７
⼈。それでも地域の被災者との連帯を求めて、引っ越しの⼿伝い、仮設住宅訪問、集会、仮設住宅
バザーなどを精⼒的に⾏なってきました。彼らは今後も、仮設住宅で困難な⽣活を余儀なくされて
いる障害者・⾼齢者の⽣活⽀援に重点的に取り組もうとしています。
 とにかく⼈⼿が必要です。
 みなさん、どうかご協⼒をよろしくお願いします。

 最後に、阪神障害者解放センター代表の⾔葉を紹介します。

ボランティア、Ｃｏｍｅ ｂａｃｋ︕ 特に地元で⽀えあっていける組織を作ることを⼿伝っ
てほしい。私たち障害者ががんばってきましたが、もうくたくたです。来い︕⼈よ、来い︕み
んなががんばれば、がんばらなくて良くなる⼈も出てくる。私はもうがんばりたくありません
ので、ご協⼒をよろしく︕
 だって、がんばる⼼はつぶれるよ…

 

復興が、財界・⼤企業のためのものではなく、被災者、特に弱い⽴場の⼈々の⽣活基盤をつ



くるためのものになるようにと願っています。（北海道奥尻）
７⽉２⽇、箕⾯市⺠会館での永六輔さんの会で牧⼝さんのお話聞きました。⼤変僅かですが
お送りします。⽼⼈のため仲々お⼿伝い出来ません。これからが⼤変です。（⼤阪府）
私⾃⾝が現地まで⾏って何かお⼿伝いを継続的にできればよいのですが勝⼿に家を空けるこ
ともままならない主婦です。気持ちだけですが、困っておられる⽅々にお役⽴て下さい。
（⼤阪府）
お店（すし屋）のお客様やボランティアの仲間からのもの。障害をもつ⼦の親が、年末の慰
問⾦として受け取ったお⾦をためていたもの。等々、様々な⼈々の気持ちです。⼜貯まった
ら送ります。（神奈川県）
何かを︕とか、私も︕という気持ちは充分にありますが、諸般の事情で、今すぐ出来ること
は、これくらいのお⾦を送ることぐらいです。（⻑崎県）
カンパボトル、２か所においてもらっていますが、まだあまりたまっていないようです。⾏
きつけのお店が少ないので、あと２本つくったまま⼿元にあります。持ち歩こうかとも思っ
ています。がんばって下さい。（神奈川県）
元気のでるＴシャツを、家中で着て、あちこちのイベントに出て、「動くカンパ箱」みたい
なことをしてます。「がんばる⼼はつぶれへん︕︕」と、まだまだ⾃分たちの出来ることを
さがし続けて応援しています。⾬、つづいて暑い夏、ヘコタレへんと、キバッテヤ︕︕（東
京都）

このごろ再び、メッセージを書いて下さる⽅がふえてきました。ありがとうございます。



 現在移転⼯事中の『はとの家』（もと神⼾市・⻑⽥区・⼆葉公園内）で避難⽣活を続けていたＭ
さんが、地元六甲の⼤和公園にできた⾼齢者・障害者⽤の仮設住宅で⽣活を始めた。
 ２階建て、トイレ、⾵呂、台所、洗濯機共同、クーラー付き、福祉相談員在中の、街の中の野球
場にできた仮設である。⽣活を初めて１週間ほどたった、Ｍさんに聞いてみた。
 「僕は困ってないけど、⾞イスの障害者は暮らせない。これでは絶対ダメだ︕でもいいとかダメ
とかじゃなくて家がないんだから⼊るしかないよ。」
 １階⼊り⼝にはスロープがついている。１階のいくつかある台所やトイレの中、１つづつは⾞イ
スを使う⼈を考慮していたりする。しかし、段差を低くしてある１階の⾵呂でさえ、狭すぎて介助
者が必要な⼈は⼊れないし、ましてや２階は⾮常ベルとクーラーぐらいしか、体の不⾃由な⾼齢者
や障害者への配慮がされていない。２階に住む⼈の中には、階段の上がり下りが困難な⼈や、段差
が⾼すぎて浴槽に⼊れない⼈、蛇⼝をひねれない⼈がいるという話だ。
 各部屋には呼び出し⽤のベルがついている。最終的に２１６軒⼊るこの仮設住宅には福祉相談員
が常時３⼈ついて、⾒回り訪問などをしながら対応している。⼟⽇祝⽇と平⽇１７時以降・相談員
はおらず代わりに⺠間の警備会社が待機している。
 基本的に介助者の必要な⼈の⽣活は考慮されていない。それどころか構造や設備次第では何不⾃
由なく⼀⼈で暮らせるはずの⼈々への考慮でさえ⾜りないと⾔わざるを得ない。
 なぜ⼀般仮設とは全く別に⾼齢者障害者のためだけの仮設住宅をつくるのか。誰のための⾼齢
者、障害者⽤の仮設住宅なのか。当事者の⽴場に⽴たない保護、ケアは隔離である。ただ⼼強いの
は住み始めた⼈々の気持ちであった。⼣⽅になるとそれぞれの棟でこんな声が響きあう。
 「お⾵呂わきましたよ。よかったら先にどうぞ。」
 「ありがとうございます。」

＜ＦＵＪＩＴＡ＞

[写真あり てすりは付いているが、狭くて⾞イスでは⼊れないトイレ 省略]

[写真あり ⾵呂は狭すぎて介助の必要な⼈は⼊浴できない 省略]

仮設住宅ひとりぼっち

みんなと集まって話がしたい。
みんなひとりずつになってもた。
地震があってから３ヵ⽉ピア⼤阪（◎⼤阪の避難所）におった。
毎⽇買いもん⾏ったり、カラオケ⾏ったり、⽇曜⽇はカンパ、
⼤阪に避難してきて何でカンパするんかなとおもた。
⼀緒に避難している障害者もカンパに来てた。
バーにも⾏ったよ。
◎仮設住宅の⽣活のこと、聞かしてよ。
今の仮設には４⽉に⼊った。
ひとりで寂しーなーとおもて、誰か来んかなーとおもて、寂しいてたまらん。
ＡやＦが何でここ来んかんなーておもたり、みな来んのはウチ好かんかーとおもたり。
◎地震の前はみんな来よったん︖



Ａいつも来よったよ、「太⽥君、飲ませて〜。」てな。
地震の前はキントーン（◎共同作業所、地震で全壊）の横で６畳⼀間に住んどった。
みんな、すぐそばにおった・・・・
＜７⽉３⽇⻄宮市⾼畑町の仮設住宅にて、ＳＹＯＵＩＣＨＩさん⼝述、◎→松本ｉｎ“らくだはら

くか︖”＞

強くなければ「弱者」、は⽣き残れん・・・

 Ｈさん、３︖歳。⾞椅⼦使⽤の脳性マヒ障害者。彼が住んでいた住宅は地震で全壊しました。約
４ヶ⽉後の５⽉１２⽇に仮設住宅に⼊居しました。４ヵ⽉の間彼は友⼈宅を転々としていたのです
が、なぜ優先されたはずの障害者が⼊居するまでこんなに時間がかかったのか、被災地以外の⽅々
は不思議に思われることでしょう。
 仮設住宅の構造は、障害者や⾼齢者には意地悪なくらい不便にできています。特に⼊り⼝やユ
ニットのトイレと⾵呂はキツイ。あくまで仮設ですから仕⽅ないのですが、しかし、ちょっと⼿を
加えれば⼗分住めるのです。厚⽣省はとうの昔に仮設の改造を進めると発表しており、県や市から
改造費⽤が出ると聞きました。Ｈさんは、⼊り⼝にスロープをつけて欲しいと尼崎市役所に何度も
頼みに⾏きました。ところが、各部署をタライ回しされた上どこも確たる返事がないまま１カ⽉が
過ぎてしまいました。いつまでも⼊居しないと仮設の権利を返上させられるので、彼は知り合いに
頼んでスロープを作ってもらい、やっと⼊居したのです。
 領収書を持って再び⾏政に補償してくれと交渉しましたが「そんなことを⾔うのはあんただけ
や」とか⾔われて彼はプツンと切れました。新聞やテレビではいいことばっかり⾔っているのに、
現実にはお年寄りも障害者もみんな困っている。「僕だけの問題じゃない。仮設の改造についての
みならず、いろんなことでほったらかしにされている。僕ががんばらんと、お年寄りは遠慮してよ
う⾔わん。」と、県の窓⼝にもアタックしました。結果、ついに勝ち取りました。現在は、仮設住
宅の⾃治会にも積極的に参加し、粘り強く闘っています。

[写真あり 省略]

 震災後の仮設住宅の建設について私たちが思い知らされたことがある。とにかく、たくさん早く
建てようというのは分かるが、神⼾でも⻄宮でも尼崎でもケア付きの仮設住宅が建てられたのは⼀
番最後だった。避難所で寝たきりになってしまったお年寄りも多い。何より最初に建てるべきがケ
ア付き住宅だった。まず⼀番にお年寄りや障害者や病気の⼈を保護して、その後希望によって⼀般
の仮設に移転させれば良かったのではないか。その証拠にケア付き仮設住宅はできたものの全く⼈
気がなかった。このことでも、この国の「福祉」のうすっぺらさが⾒えてしまった。

＜みんなの労働⽂化センターだより『ぽれぽれ』Ｎｏ．９より＞
 

 ライフ・デイケアセンターは、養護学校卒業後の⾏き場のない若者達が地域の中でごく当たり前



に⽣きていくように、彼らのくらしをサポートする場です。地震で周囲の⺠家が壊滅し、道路がふ
さがれてしまったため、ここに通っている障害者とスタッフたちは垂⽔養護学校に避難していまし
た。ライフの建物は全壊判定されたものの、ボランティアの宿舎として使われていました。６⽉
２５⽇、垂⽔障害者⽀援センターは閉鎖され、メンバーたちは、いまだ⽡礫の散在する⻑⽥区の街
へ戻って来たのです。

[写真あり 省略]

 ⾒慣れた町が⼀瞬にしてその姿を留めることなく崩れ去り、猛烈な炎に舐め尽くされてし
まう。避難所は⼈で溢れ返り、⽔も電気もガスもない過酷な状況の中に放り出される。障害
を持つ⼈達にとっては想像を遥かに越える⽣活を強いられ、重度障害者にとっては健康を維
持していくのが困難な状態下に置かれる。
 壊れかかった家に⺟親と残ったままの仲間、避難したいのだが⼦供が沢⼭の⼈の中ではパ
ニックになってしまうので傾いた家にいる仲間、⾏くところがなくて⾞の中に篭もっている
仲間、⽔と⾷べ物を求めて⾞椅⼦の⼦供と共に⻑い⾏列に並ぶ親⼦、その為に肺炎にかかる
⼦供達、冷たい⾵の吹き抜ける廊下で⽑布にくるまる仲間。
 ２⽉２⽇、私は過酷な状況に置かれ、命さえも危険にさらされている障害者達の事を学校
に伝え、垂⽔養護学校の教室を障害者⽀援センターとして開放してもらう。
 ２⽉３⽇－３名、４⽇－５名、５⽇－８名と次第に避難する障害者の数は増えていく。初
めは多少不安だったボランティアの⽀援体制も１０⽇を過ぎる頃から次第に組めるように
なっていった。岩⼿、⼭梨、栃⽊、岐⾩、東京、静岡、埼⽟、奈良、滋賀、岡⼭、広島、福
岡、⿅児島、そして地元、明⽯、加古川とセンターを閉じるまでの５ケ⽉間に、延べ４００
名程のボランティアが⽀援し続けてくれた。この間仲間が体調を崩して寝込んでしまうとき
も時々あったが、その都度、誰かが⽀えていてくれた。もしかすると「⾃⽴」というのは、
困難な状態になっても、常に⽀えてくれる仲間の数の多さによって可能になっていくのかも
しれない。 
避難センターでの⽣活は、様々な⼈達の個性が溢れていていつも笑いが絶えることがなかっ
た。⾷事の準備をする⼈、テーブルを出す⼈、⾷器を運ぶ⼈、隅のほうで本を読む⼈、⽑布
にくるまって休んでいる⼈、洗濯物をたたんでいる⼈、外でなにやら真剣に話し込んでいる
⼈達。「御飯の準備ができたよ︕」という声に、集まってきて「いただきます︕」の挨拶と
ともに⾷べ始める。
 まるでどこかの⼤⾷堂に⼊り込んだように賑やかになるのだが、⾷事介護の必要な仲間の
回りにはボランティアがきちんと付いて、何やら楽しく話しながら⾷べ始めている。少し時
間がたてば、⾷べ終わった⼈が、まだ⾷べていない⾷事介護をしている⼈と交代する。
「ヤックンのおかずはもう少し⼩さくしてください︕マイさんはもう少し体を起こしたほう
が⾷べさせやすいです。」と、電動⾞椅⼦に乗っているＳ君が⾔う。
 その⾔葉を聞いて、料理ハサミを持ち出したり、⾝体の位置を動かしたりする。マキさん
の⿐に付いたマヨネーズを⾒て皆が笑い出す。私は窓越しにこの光景を眺めている。教室に
いる仲間たちに、ここでの⽣活を通して家族のような、いや︕それ以上の絆が⽣まれてきた



ような気がする。もしかしたら、私達がここで学んだことの中に、障害者の「⾃⽴」「共
⽣」のあり⽅が⾒いだせそうなきがしてならない。
 対策本部や⺠⽣局との話し合いの中で、何⼀つ具体的な⽀援のないまま、６⽉２５⽇、垂
⽔障害者⽀援センターを閉じることになった。何も問題がなくなったから閉じるのではな
く、被災した障害者がこれから抱えるであろう問題は積み残されたままだ。⾼速道路、ビ
ル、⾞道等は驚くほどのスピードで再⽣していく。なのに私達が毎⽇踏み締める歩道は、あ
ちらこちら⼤きな凹みのため⾞椅⼦では危険を伴い、未だに⼿つかずのままだ︕
 その事をこれから先、私達は注意深く⾒ていく必要がある。今ある問題を⾃らの問題とし
て・・・・

鞍本⻑利

[写真あり 省略]

被災障害者センター『障害者による復活・救援活動』より

障害者の声はどこへ≪第４９信≫

 ６⽉３０⽇神⼾市が「市復興計画」を発表した。全２１１ページにもわたる計画書で「⽬標別復
興計画」「安全都市づくり」「市街復興計画」など６つの章で構成し、事業数は⼀千。被災地障害
者センターでも近く全⽂を⼊⼿する。
 まだ⽬を通したわけではないので７⽉１⽇の新聞情報でしかないが、正直⾔って「わたしたちの
復興計画要望書、障害当事者の視点に⽴った復興計画はどこへ⾏ったの︖」と思わざるをえない内
容だ。やはり経済、産業最優先の計画、「近代都市を再⽣することが正である」と⾔っているよう
にしか写らない。
 仮設住宅・復興住宅どちらにしても具体的に障害者市⺠が望んでいる具体的な施策はどうしても
伝わってこない。例えば「良質な住宅の確保」の施策では「⾼齢者に対する住宅⽀援」としか書い
ていない。わたしたちの欲しいのは障害者、⾼齢者も含めて全ての⼈が安⼼して住めるように対応
できる住宅をつくることである。
 「障害者、⾼齢者が地域で当たり前に暮らせる街づくり」を掲げながら具体的な施策となるもの
は、施設の増加と強化。個々の「⽣活」と向き合った柔軟な指針ではなく、いわゆる⽬に⾒える
「事業」でしかない。本当に地域で⽣活できるために今実在する壁を認識し変えていくための具体
的な⽅向を今だからこそ⽰せるはずではないだろうか。
 とにかく全⽂を⼊⼿しないことには、はっきりしたことも具体的な指摘もできないが、神⼾市に
対してわたしたちは要望書を提出したことは確かで、それに対しての返事もないままに計画を打ち
出してしまうことに不信感をおぼえる。当事者の声を謙虚に受けとめる姿勢が感じられないことに
腹が⽴つばかりだが、とりあえず、これからもじっくりと復興計画なるものを読み、⾏動していき



たい。
 障害者市⺠が望んでいるのは、震災前と同じ神⼾ではないのだ。
 これからもひとつひとつの問題点について情報を発信していきたい。

市⺠福祉復興プラン発表≪第５１信≫

 神⼾市より７⽉１９⽇『市⺠福祉復興プラン』が発表され、被災地障害者センターではそのプラ
ンを⼊⼿しました。
 中⾝ですが、⼤枠は今まで実施していた制度の充実や、施設の増設などをあげていることが⽬⽴
ちます。ホームヘルパーの増員など「新ゴールドプラン」の中で打ち出されている施策をそのまま
使ったものも多く、独⾃の施策があまり⾒当たりませんでした。
 その中で特に⽬についた計画は、

被災した⼩規模作業所の復旧を⾏なう。
障害者、⾼齢者仮設住宅への配⾷サービスなどのケアを含めた⽣活⽀援。
ガイドヘルパーの増員と知的障害者へのガイドヘルパー制度の検討。
情報提供の充実として⼿話奉仕員、要約筆記奉仕員の倍増と公共施設に⽂字放送テレビなど
を設置し、障害者が必要としている情報を適切に提供できるように取り組む。

あと、まちづくりに関しては、

鉄道駅舎のエレベーターの設置に関して、地震で被災し、⼤改造を⾏う駅舎を中⼼にエレ
ベーターの設置を強⼒に推進する。
「神⼾市⺠の福祉を守る条例に規定する都市施設の整備に関する規則」により公共施設の福
祉的配慮の誘導を図る。

と、強気のようでどうも弱気を垣間⾒させてくれる内容でした。
 これはあくまでも計画であって実⾏できるかは今からです。少しでも障害者の⽴場、視点に⽴っ
た計画が実施されるためにもこれから声を発信していきましょう。
 この「市⺠福祉復興プラン」を詳しく知りたい⽅は被災地障害者センターまでご連絡ください。
お渡しできます。（▼救援本部でもお渡しできます）

被災地障害者センター
 神⼾市兵庫区湊町４－２－１２ リピース湊川２０２号
 ＴＥＬ ０７８－５３１－９５１１
 ＦＡＸ ０７８－５７９－０２１３

それぞれのはやさで≪第４８信≫

 被災地障害者センターに関係している神⼾のグループの活動は、３⽉はじめからそれぞれのペー
スで再開されました。震災直後、⾏政より何より⼩規模作業所やデイセンター、グループホームが
本当によく動き、いち早く⼀⼈⼀⼈障害者のニーズに合わせた救援活動を展開したことは⾔うまで



もありません。その後も地域に根ざし、炊き出しや物資提供などを⾏ない、わたしたち被災地障害
者センターのボランティアも少しだけお⼿伝いさせていただきました。本当に頭が下がります。今
も被災地障害者センターからお⼿伝いにいかせてもらっているグループを少しだけ紹介します。

 シティライトには、Ｋ君の定時制⾼校通学のガイドヘルプを含めてＮさんとＭさんの⼆⼈が専属
的にお⼿伝いしています。お店の⽅は震災の影響で固定客が減ってしまい、やり繰りが⼤変そうで
すが、全国的な繋がりをフルに活⽤し「ガッツやＫＯＢＥ」のＴシャツ販売を積極的に⾏なってい
ます。作業所のほのぼのとした雰囲気が⼀度⾏ったらやめられないみたいです。

 六甲デイセンターには、毎⽇お⼿伝いに⾏っています。六甲デイを利⽤している⼈が個⼈的にボ
ランティアを求めていることも多く、六甲デイはボランティアも交えていつも賑やかです。利⽤者
⼀⼈⼀⼈が介助者を募るために頭をひねり、ビラ配りなどを積極的に⾏なっています。それにして
も職員さんは毎⽇忙しく動いていて、「なんとかしよう」という熱意を感じます。

 いち早く地域で炊き出しを⾏ったくららベーカリーは、それで名前を知られたこともあり⼤繁盛
しています。新⻑⽥の⼀帯はあいからわず焼けた跡が痛々しく残っています。その⾟うじて焼け
残った市場の中にあるくららベーカリーは区画整理の対象地域でもあります。いつ市場を出なけれ
ばならないか分からない不安を抱えながら活動しています。しかしそんな不安をよそに毎⽇楽しく
新しいパンの開発に励んでいます。地域のボランティアも定期的にお⼿伝いさせてもらっていま
す。

 グループホームたろうは、週３回のナイトケアに⼊っています。たろうに住む⼈たちとワイワイ
ガヤガヤ⾷事をつくり、ゆっくりした夜を過ごさせてもらっています。また⼟曜⽇と⽇曜⽇はボラ
ンティアの宿舎として提供していただき本当に助かっています。⾵呂もあるし。現在三宮の専⾨学
校に在学中のＳ君（被災地センターで２カ⽉間ボランティアを続けています）が週⼀回定期的に泊
まって、たろうから学校に通っています。

 「作業所が、障害者が地域で暮らしていることをアピールしよう︕」を合⾔葉に様々なかたちで
地域へ打って出た成果が、少しづつだけれども着実に⾒えてきたような感じがします。何よりもわ
たしたちに元気を与えてくれるそれぞれのグループが、ゆっくりとしたペースでなにか作ってくれ
そうです。被災地障害者センターもセンターの⾊を出しながら応援し続けていきたいと思っていま
す。

ボランティア⼤募集︕︕

正直⾔ってこの夏が最後のチャンス。ボランティアが殺到することを切望する。ほんとうにひとり
ひとりの⽣活をつくっていくのはしんどい。今のままでは⼈的にも圧倒的に不⾜している。特に、
地域のボランティア。地震によるボランティアをきっかけにしながら、時間をかけて、⻑期的な障
害者の⾃⽴⽣活⽀援に移⾏していこう。県外のボランティアは能動的なつなぎとして後⽅⽀援に徹
してくれる⽅、２週間以上で⼤歓迎︕︕
神⼾・⻄宮・尼崎へ連絡してください。
復活をめざす障害者たちはあなたを待っている︕ 被災地にエネルギーを︕︕



（ブームで終わらせたくない︕）
（つながりをひろげてネットワークをつくろう︕） 

半ば専従の僕の⽴場から

 阪神障害者解放センターの久保です。僕は震災後２⽉初めから、ここの震災ボランティアとして
避難所で活動してきました。現在はそこを離れ、⾨⼾厄神第２駐⾞場のテント村で福永さんをはじ
め、他の障害者のメンバー、僕と同じように地震後に集まった仲間たちと試⾏錯誤の毎⽇を過ごし
ています。僕⾃⾝は⼤学の⽅もあるので週の半分ぐらいテントやプレハブで夜を過ごしています。
 僕らの組織の活動も当初と⽐べれば⼤きく様変わりをしました。ティピィやパオをはじめとする
いかにも⼈⽬を引く、しかし正直⼿間のかかるテント⽣活の中で、楽しくもありしんどくもある毎
⽇。以前は７００⼈以上も来てくれた（そうなんだよねえ）ボランティアも、今では固定メンバー
ごく数⼈とたまに来てくれる懐かしい顔や新たな息吹との出会い。福永さんたちの⽬指す活動のサ
ポートやその他⽇常⽣活の介護に追われながら、何か満たされない気持ちが⼼の中に残っている。
もう地震から半年も経ったというのに未だに地震前の⽣活を取り戻すことのできない仲間や町の
⼈々。全壊後、仮設ながらスタートし始めた作業所の再開に関わる仲間たち。避難所を離れて、こ
こで直接被災者の⽅を⽬にしなくなった分緊張感が薄れたとは⾔わないが、少しまわりを⾒渡せば
遅々として良くならない状況を実感できる。もう少し⾃分⾃⾝パワーが欲しいし、みんなの協⼒や
積極的な他組織との関係作りなしではすぐ消えてしまいそうな⽕がここにはあるように感じる。
 多くのことを僕らができる訳はない。僕らは障害者や⾼齢の⽅に特にスポットをあてながらこれ
まで援助をやって来たし、多⽅⾯の協⼒を得ながらいくらかの貢献もできた。これからも僕らだか
らできることを探してどんどん実⾏していきたい。夏休みになって多くの⼈がまた集まってくれた
ら、介護派遣サービス先の呼びかけと救援活動を含めた仮設住宅訪問をみんなで実施できるだろう
か。イベントで⾔えば、今は市内の⼤規模な仮設住宅をまわっての⽉１回のチャリティバザーが精
⼀杯だけど、ここの地の利を⽣かした活動を中と外バランス良く展開していきたい。

⼟地をさがしています

 阪神障害者解放センターでは、⾨⼾厄神のご好意を得て、駐⾞場にテント村“らくだ はらく
か︖”を建てて活動していますが、梅⾬と曇さでもう限界です。何⼗件もの不動産回りをして、事
務所兼障害者の住居にする物件をさがしもとめましたが⾒つかりません。メンバーはくたくた。頭
は真っ⽩。
 どうか、こころあたりのある⽅、ご協⼒ください。
 ⻄宮市内で事務所兼住居あるいは⼟地をさがしてください︕
 ２年間ほど⼟地・物件を貸してくださる⽅ ご連絡、お待ちしています。

阪神障害者開放センター らくだはらくか︖



⻄宮市⾨⼾東町２－５９－１
ＴＥＬ＆ＦＡＸ
 ０７９８－５３－９４４９
 ０７９８－５３－９４２６

皆さん、こんにちは。最近⾬が降ったり、蒸し暑い⽇々が続き嫌な気候ですが、いかがお過ごしで
しょうか︖私達、阪神障害者解放センター・らくだはらくか︖のスタッフは、ぼちぼちやっていま
す。阪神⼤震災があってからの３〜４カ⽉の間に、⻄宮災害対策本部、⼤阪障害者救援本部にボラ
ンティアとしてご参加誠にありがとうございます。

(中略）

 今、次のような問題が出て来ています。例えば、地震前は家族の⼈達に⽣活介護をやってもらっ
ていた⼈で、この地震で⺟親を亡くし、お姉さんもケガで介護できない状況になり、どうしても、
家を出て介護者と共に⽣活をすることが必要とされている⼈や、地震前は介護者と共に銭湯に⾏っ
たり、⾃宅でお酒を飲んでいたのに、今は仮設住宅に⼊りなかなか介護者が⾒つからず、いつも独
り寂しく仮設で⽣活している⼈などの介護ニーズが増えつつある状況になっています。

 今後、次のような活動を展開していこうと考えていますので、ご協⼒お願いいたします。
（１）⻄宮市内の仮設住宅訪問・ニーズ調査
（２）（１）の調査結果からの障害者・⾼齢者に対する介護者派遣
（３）⻄宮市内での復興イベント・バザー等の計画、実施

（１）など詳しい内容については、阪神障害者解放センターに問い合わせてください。

みんなの労働⽂化センター通信『ぽれぽれ』より抜粋させていただきました

⺠間の賃貸住宅に「弱者優先」はない

 尼崎市内には２２５０⼾の仮設住宅が建っています。その内の４⼾にうちのメンバーがいるわけ
ですが、市内のほとんどの公園（４０数箇所）が仮設住宅で埋まっています。ブランコと砂場しか
ない⼩さな公園に８⼾だけ建っているという所も５カ所ほどあります。尼崎南部の公園には、野球
場もテニスコートも全部つぶして約４６０⼾が建てられ、異様な雰囲気のエリアになっています。
 尼崎市でひどい住宅被害があったのは、ほとんどが築２０年とか３０年の古い家でした。特に⽂



化住宅（２階建の⻑屋）やアパートがひどかった。うちのメンバーはそこに住んでいました。仮設
住宅の第１次募集の時優先⼊居ということで⾼齢者や障害者、⽣活保護世帯、⺟⼦家庭、失業者な
どの条件がつけられたのですが、第１次の決定は１０２７軒。約半数です。仮設住宅の⼊居期間は
２年。その間に、⼿の届く家賃の家が再建されるのでしょうか。すごい競争率になりそうです。う
ちのメンバーは地域に戻ってこれるのでしょうか。すごい不安があります。
 復興していく街のニュースが流れたりしますが、私たちには実感がありません。周辺は、解体さ
れていくかつての住居ばかりです。私たちには、今後少なくとも7軒の家が必要です。親と同居し
ているメンバーも親の⾼齢化にともない、いずれ⾃⽴しなければなりません。２ＬＤＫとか
３ＬＤＫのマンションは要りません。⼀⼈暮らしのできる狭くても安くて優しい家がほしい。

⼀刻も早くここを出たい

 雑居⼯房は、’８９年の不審⽕による⽕災で焼け出され半年後に苦⾁の策でたどり着いた橋の下
にあります。地⾯と道路のすき間（２メートル⾜らず）を、ベニヤ板とトタンで囲っただけの仮設
の作業場です。仮設のままでもう５年半がたちました。これまでも、頭上の道路を⼤型⾞が⾛ると
ガタガタと壁が揺れていました。ところが今回の地震で橋の連結部が切れ、段差ができたために、
今では⼩型⾞が通っても地⾯ごと揺れます。

⼤胆な夢を⾒て⼤胆に⽣きるのが私たちの役⽬

 ⼋⽅ふさがりの状態を⼀挙に解決できる⼤胆な夢を追及してみることにしました。
★まず、５０〜６０坪の⼟地を借りる。もちろん、⼩中島に。
★そして、１階が作業所とテナント、２〜３階には１ＬＤＫくらいのバリアフリーのアパートが
１０軒ほどの低家賃の賃貸住宅を建ててしまい、その管理運営を作業所の仕事の⼀つとする。

★もちろんエレベーター付きで各⼾は独⽴した住居である。同じ建物の近所同⽒としてそれぞれ
に⽣活するわけで、いざという時には⼼強い。

★さらに、作業所は障害者の⾃⽴センターの役割も果たす。
どなたか⼟地を貸してください。

みんなの労働⽂化センター・雑居⼯房
 尼崎市⼩中島１－１０－８地先
 ＴＥＬ ０６－４９７－３０１０
 ＦＡＸ ０６－４９７－２１０５

⼤阪編 

ご⽀援ありがとうございます。



今までの経過報告します
２⽉５⽇ なんば ￥１,１７４,９９２－
３⽉５⽇ なんば ￥６２２,３４９－
１２⽇ 天王寺 ￥７４３,６３０－
１９⽇ なんば ￥４９１,１４９－
２６⽇ 天王寺 ￥６２５,６４７－

４⽉１６
⽇ 天王寺 ￥４８５,６０５－

５⽉１４
⽇ 京 橋 ￥２８８,３３０－

６⽉４⽇ 京 橋 ￥２３０,１７６－
２５⽇ 天王寺 ￥３５２,１４７－

７⽉２⽇ 梅 ⽥ ￥１０２,９０８－
 

募⾦総計 ￥５,１１６,９３３－

■６⽉２５⽇（１１︓００〜１８︓００）
参加団体／がらくた⾺⼒（しよう会）、ポッポ、めざし（しよう会）、応援センター、Ｔハウス、
枚⽅・障害者労働センター、つばさグループ、マッサク・・・計２６名

■７⽉３⽇（１１︓００〜１６︓００）参加団体／茨⽊しよう会・どかどか、ポッポ、応援セン
ター、枚⽅・障害者労働センター、川⻄あかね、東部障害者労働センター、⼤東フレンドハウス、
マッサク・・・計２９名
⼤⾬のため、ＰＭ４︓００で打ち切りました。おつかれさま︕︕

■⼤阪市内の救援カンパ活動は、なるべく無理をせずに、だれでも永続的に賛同・参加できる⽀援
活動として位置付け、８⽉以降も⽉１回ずつ続けていくことにしました。今後の予定は
８⽉６⽇（⽇）No More HIROSHIMA︕︕ 場所は検討中 お問い合わせください

９⽉３⽇（⽇）未定 １０⽉１⽇（⽇）天王寺 １１⽉１２⽇天王寺
１２⽉３⽇（⽇）天王寺 １２⽉２４⽇（⽇）クリスマス・イヴ︕未定
'９６年１⽉１４⽇

（⽇）
天王寺 ２⽉４⽇（⽇）天王寺 ３⽉３⽇（⽇）天王寺

 

救援本部に寄せられるみなさんのカンパや⼼のこもった励ましの⾔葉に、これだけのエネル
ギーが被災地に向けて集まっているんだ、障害者の地域でのくらしはきっと復活する、と元
気が出てきます。“対岸の⽕事”ではなく⾃分⾃⾝の⽣きてゆく上での問題としてとらえてく



ださる⽅の姿勢には、『ともに⽣きる街』への希望が湧いてきます。多謝。
⼤阪市内のみならず全国各地で街頭カンパはじめ救援活動をしてくださるみなさんのイベン
ト情報など、できるだけ載せていきたいと思います。⽇程等要旨だけの掲載になりますが、
多くの⼈に伝えたい情報があれば１ヵ⽉半前までに本部までご連絡ください。
多くの⽅に被災障害者の状況を知っていただくとともにご⽀援いただこうと、通信に振替⽤
紙をはさんでいます。⼀律に⼊れていますので、振り込んでくださったばかりの⽅のところ
にも届くかも知れません。催促ではありませんので悪く思わないでください。
夏です︕元気の出るＴシャツとバンダナ買ってね。問い合わせば被災地障害者センターま
で。（８ページ）

(c) 1995兵庫県南部地震障害者救援本部 (デジタル化︓神⼾⼤学附属図書館)


